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1．技術士とは 
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●技術士法第１条 

この法律は，技術士等の資格を定 

め，その業務の適正を図り，もっ 

て科学技術の向上と国民経済の発 

展に資することを目的とする。 

国民経済の発 

展に資すること 

科学技術の向上 

5 



●技術士法第２条(抜粋) 

この法律において「技術士」とは，第32条第１項

の登録を受け，技術士の名称を用いて，科学技

術に関する高等の専門的応用能力を必要とす

る事項についての計画，研究，設計，分析，試

験，評価又はこれらに関する指導の業務を行う

者をいう。 
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高等の専門的応用能力とは？ 

業務の中で発生した課題や問題を何か工夫し
て解決する能力  

その内容は，技術論文を通して判定され，それ
が本当に自分で行ったものかどうかを口頭試験
で確認される。 

すなわち，技術士とは自分の専門分野において，
いろいろな問題が発生しても，なんとか工夫して，
いろんな手法を用いて問題を解決できる人であ
る。 
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「高等の専門的応用能力」の発揮 

知恵の発揮と問題発見・解決能力 

出題内容から本質的な課題を見つけ出す 

多くの問題・課題から優先度の高いものを
抽出する 

自分の経験を考慮し，重要度の優先順位
や具体的な解決策を反映する 
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■技術士等の義務と責務 
 
技術士法 第44条（信用失墜行為の禁止） 
  技術士又は技術士補は、技術士若しくは技術士補の信
用を傷つけ、又は技術士及び技術士補全体の不名誉とな
るような行為をしてはならない。 

 
技術士法 第45条（技術士等の秘密保持義務） 
  技術士又は技術士補は、正当の理由がなく、その業務に
関して知り得た秘密を漏らし、又は盗用してはならない。
技術士又は技術士補でなくなった後においても、同様とす
る。 

 
技術士法 第45条の2（技術士等の公益確保の責務） 

  技術士又は技術士補は、その業務を行うに当たっては、
公共の安全、環境の保全その他の公益を害することのな
いよう努めなければならない。 
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■技術士等の義務と責務 
 

技術士法 第46条（技術士の名称表示の場合の義務） 

  技術士は、その業務に関して技術士の名称を表示する
ときは、その登録を受けた技術部門を明示するものとし、
登録を受けていない技術部門を表示してはならない。 

 

技術士法 第47条の2（技術士の資質向上の責務） 

  技術士は、常に、その業務に関して有する知識及び技
能の水準を向上させ、その他その資質の向上を図るよ
う努めなければならない。 
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2．技術士第二次試験結果 
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技術士第二次試験結果 
■技術士第二次試験の受験者数，合格者数の推移 
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合格率は減少傾向にある 



実際の合格率は？ 

平成23年度 

–受験申込者数（A）       34,276人 

–受験者数（B）          26,686人 

–合格者数（C）           3,828人 

 

       合格率（C）/（B）=14.3% 

申込者全体の合格率  （C）/（A）=11.2% 
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合格率？ 
受験申込者数を１００人とすると 

２５人は受けない ７５人 

３０人は準備不足 

・・・・11.2％の秘密 

４５人 
２０人は 

題意に答えない ２５人 
この中で 

 14人が筆記合格 

14  11人が最終合格 



平成23年度合格率 
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部  門 受験者数 
筆記 

合格者数 
筆記 
合格率 

最終 
合格者数 

最終 
合格率 

建  設 14,352 2,175 15.2% 1,798 12.5% 

上下水道 1,671 309 18.5% 257 15.4% 

情報工学 564 96 17.0% 58 10.3% 

応用理学 713 149 20.9% 127 17.8% 

環  境 656 128 19.5% 99 15.1% 

総  監 3,719 654 17.6% 518 13.9% 
21部門 
合計 26,686 4,747 17.8% 3,828 14.3% 









2．技術士試験制度 
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技術士第二次試験の概要 

試験は，筆記試験と口頭試験の二本立て 
– 筆記合格者だけが口頭試験受験資格を得る 

– 筆記合格率20%，口頭合格率80% 

筆記試験概要 
– 筆記試験は全て論述式  

– Ⅰ－１問題（専門問題）：600字×6枚 ⇒ 3時間30分  

– Ⅱ－１問題（一般問題）：600字×3枚 ⇒ 2時間30分  

口頭試験前に，技術的体験論文を提出  

口頭試験概要（試験時間45分） 
– 試験冒頭に，技術的体験論文のプレゼンを行う 

– 体験論文をベースにした業務経歴と応用能力の確認  20 



平成2４年度試験スケジュール 

 受験申込書配布 
– 平成24年4月2日（月）～5月8日（火） 

 受験申込書提出（郵送） 
– 平成24年4月11日（水）～5月8日（火） 

 筆記試験    平成24年8月4日（土：総監） 

                  8月5日（日：20部門） 

 筆記合格発表 平成24年10月25日(水） 予定 

 体験論文提出 筆記試験合格発表日～  

                 平成24年11月6日（火）予定 

 口頭試験 平成24年12月上旬～平成25年1月中旬 

 合格発表 平成25年3月4日(月）予定 21 



合否決定基準（平成22年度） 

筆記試験 

–Ⅰ－１問題及びⅡ－１問題の各々得点が60%
以上 

口頭試験  

–①経歴および応用能力，②体系的専門知識 

–③技術に対する見識，④技術者倫理， 

–⑤技術士制度の認識その他 

–以上5項目の各々得点が60%以上  
22 



専門問題（Ⅰ－１）概要 

 「選択科目」に関する専門知識と応用能力 
– 専門知識を活用する応用能力の発揮状況を論文の中で実証
する（専門知識の深さではない） 

– 最近話題となっている指定技術をどのように活用して，技術的
な付加価値を生み出すかを論述させる形式を予想  

記述式 600字詰用紙 6枚以内 
– 3枚×2問または2枚×3問と予想 

– 1枚×2問+4枚×1問（ソフトウェア工学） 

– 1枚×3問+3枚×1問（応用理学） 

試験時間 3時間30分 

配点 50点 
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一般問題（Ⅱ－１）概要 

 「技術部門」全般にわたる論理的考察力と課題解決能力 

– 論理的な考察力の発揮とその結果を活用した課題解決力の発
揮を要求 

– 具体事例の課題の抽出・分析等を対象とした論理的考察力を
試す出題および技術的課題の解決力を試す出題を予想  

 記述式 600字詰用紙 3枚以内 

– 3枚×1問 

 試験時間 2時間30分 

 配点 50点 
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論理的考察力 

問題点の抽出から課題解決までのプロセス
において，検討に必要な要素の過不足，検
討に必要な論理の矛盾や飛躍がなく，筋道
を立て，明確な論拠を持って判断し，考察す
る能力。 

– 「技術部門」に関するテーマに対する対処のプロセス
やその考え方を問う 
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課題解決能力 

新たに直面した，または直面する可能性の
ある課題等に対し，多様な視点から検討し，
論理的かつ合理的に適切な対応を行える
能力。 

– 「技術部門」に関するテーマに対する問題点や課題の
抽出・分析，それに基づく実現可能な対応策の指示
等を行う。 
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4つの評価尺度 

課題を整理し，その解決に至る上での問題
点を的確に抽出できる。 

問題点に対応した的確な解決策を提示する
ことができる。 

その解決策は実現可能で，かつ多様な視点
から提案されている。 

これらのことを，根拠付け，論理立てて考え
ることができる。 
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4．受験申込書の書き方 
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「受験申込書」の重要性 

 受験申込書は口頭試験の時に内容を確認される
ので，試験の一部だと認識する必要がある。  

受験申込書の業務経歴は，専門や技術内容をある
程度判断できるので，慎重に作成する必要がある。  

 技術的体験論文とする経歴は，受験申込書に記載
した業務経歴に含まれていなければならない。 

29 

受験申込書作成の段階から試験は始
まっている。  



「受験申込書」作成時の心構え 

筆記試験に合格し，口頭試験に臨むことを
想定して「受験申込書」を作成する。 
– 「どうせ筆記試験に受からないから適当に作成すれ
ばいい」などの弱気で安易な姿勢は論外  

– 「筆記試験に合格してから考えよう」では，手遅れ 

受験申込書作成段階で，十分な準備をしておけ
ば，口頭試験の準備が格段にやり易くなる。 

– 今苦労するか，後で苦労するかの違い 

30 
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「技術部門」記入欄 



●部門，科目，テーマ決定と試験 

経験業務 

 の整理 

 受験申込書の 

業務経歴欄抽出 
テーマ 

  決定 

専門とする 

事項 
選択科目 技術部門 

体験論文 Ⅰ－１問題 Ⅱ－１問題 32 



「専門とする事項」の書き方 

 「受験の手引き」に記載されてある「選択科目の
内容」を見て，できればこの中から選ぶ。 

 「その他○○に関する事項」という表現は不可。 

自分で作っても構わない。 

整合をとる。 ←（極めて重要） 

– 経歴との整合 

– 技術的体験論文との整合 

– 専門問題で選択した問題との整合 
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「業務経歴」記入欄 
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「業務経歴」の書き方 

 在職期間の記載は，重複させず，年代順に書く。 

 できるだけ多くの欄に記入する。 

 1～3年でくくる。若手技術者は6ヶ月程度でくくり，多くの
欄に記入する。 

 技術士法第2条の定義，「受験の手引き」に明記されて
いる受験資格を踏まえて表現する。 

– 「計画，研究，設計，分析，試験，評価またはこれらに関する
指導」 

 業務経験を重ねるにつれて，「設計」から「分析」「計画」
「評価」，さらに「指導」をしているように記入する。 
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業務名 課題 問題点 解決策 

 このような簡単な表を作り，自分の経歴を整理する。 

「業務経歴」を書く前に 

 以下の視点で経歴を評価する。 

– A：専門に関する業務で工夫がある 

– B：専門に関する業務であるが，工夫も何もない 

– C：専門外の業務である 

 上記の評価のうち，A評価を優先して職務内容として
記載する。 これが技術的体験論文候補となる。 

 同時に，これを根拠に「専門とする事項」を決定する。 
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「職務内容」の書き方 

業務名を書くのではなく，職務内容を書く。すな
わち，「業務の中で何をしたか」を書く。 

– 1行の経歴欄の中に複数の業務が含まれる場合は，
業務の内容を総括した文言とする。 

技術的体験論文候補の職務内容を必ず記載す
る。 

– その際，職務内容は，技術的体験論文の内容と乖離
や矛盾があってはならない。 
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「職務内容」の書き方 

 技術的体験論文以外の業務経歴欄においても，で
きるだけ「工夫がある業務」の職務内容について記
載する。 

– 記載した業務経歴欄ごとに，課題・問題点・解決策をまと
めておく （口頭試験の準備に直結） 

– 口頭試験の質問：「これはどのような業務ですか。」 

– ここで，工夫したことを回答できなければOUT 

工夫がある業務とは 

– マニュアルが通用しない，一筋縄ではいかない業務 

– 課題，問題点と解決策が整理できれば良い 38 



経 歴 書 対 策 

経歴ごとの代表業務を書き出して整理する 

 

 ① 業務名 

 

 ② 業務概要 

 

 ③ あなたの役割 （計画、研究、設計、分析、試験、評価、指導） 

 

 ④ 課題 （問題点をまとめたテーマ） 

 

 ⑤ 問題点 （３つ程度） 
 

 ⑥ 解決策 （３つ程度） 
相互に関連性 



経 歴 書 対 策 

体験論文候補の抽出（２つ以上） 

 

 ・大プロジェクト事業でなくて良い 

 

 ・専門性があって，創意工夫がある 

  （オリジナリティがあり，マニュアルどおりでは無い） 

 

 ・問題解決が困難である （苦労した業務） 
 

 ・解決策が高度である 

 

 ・解決策の根拠性が確保されている 

 

 ・その後の活用性が高い （他の見本となり，売れるくらいの論文） 

 

 ・主体的に取り組み，一定の役割を担っている 

 

 ・最近の業務であった方が良い 



経  歴  書 

№ 
勤務先名 

（部課名まで） 
（全角32文字） 

所在地 
（市区町村まで） 
（全角12文字） 

地位・職名 
（全角12文字） 

職務内容 
（全角60文字） 

在職期間 

1 
○○コンサルタント 設計部 設
計第１課 

大阪府大阪市 係員 
新規路線の事業化に向けた交通量推計、費用対効
果分析及び評価 

平成 12 年 4 月～ 

平成 15 年 3 月 

2 
○○コンサルタント 設計部 設
計第１課 

大阪府大阪市 主任 
交通バリアフリー法に基づいた基本構想の計画作
成 

平成 15 年 4 月～ 

平成 16 年 3 月 

3 
○○コンサルタント 設計部 設
計第１課 

大阪府大阪市 係長 地域高規格道路の設計、施工計画作成及び指導 
平成 16 年 4 月～ 

平成 19 年 3 月 

4 
○○コンサルタント 設計部 設
計第２課 

大阪府大阪市 課長 環状線計画作成、環境対策検討及び指導 
平成 19 年 4 月～ 

平成 20 年 3 月 

№ 職務内容 
当該機関における代表業務 

業務名 業務の概要 あなたの役割 課題 問題点 解決策 

1 
新規路線の事業化に向
けた交通量推計、費用
対効果分析及び評価 

国道○○バイパス費用
対効果検討業務 

交通量推計 
費用対効果 
事業化検討 

係員 
１）交通量算出 
２）費用対効果参集 
３）事業化検討 

１）高度利用が図れてい
ない 
２）建物の老朽化 
３）工事手順と土地利用
の整合 

１）既存インフラを残す 
２）高層化を図る 
３）居住者の仮移転先を確保
する 

１）開発区域と仮移転区域の
エリア分け 
２）既存樹木等を広場に活か
した配置計画 

2 
地域高規格道路の設計、
施工計画作成及び指導 

既存市街地における高
層住宅 
外壁修繕工事監理業務 

外壁修繕工事の 
発注監理業務 

係長 
１）工事発注 
２）工事監理 
３）別途発注工事調整 

１）居住者居つきの工事 
２）仕様確認・施工方法
検討 
３）工程・取り合い調整 

１）経年劣化によるタイルの剥
落の恐れ 
２）市街地の美観を損なう部
分的修繕 
３）複数年にわたって工事が
継続 

１）複合補修工法の採用（安
全・美観） 
２）他工事との仮設足場共用
等による必要総工事期間の
短縮 

3 
環状線計画作成、環境
対策検討及び指導 

地方都市における第一
種市街地再開発事業設
計企画業務 
※体験論文候補 

事業計画 
建物配置計画 
設計条件作成 
 

係員 
１）上位計画との整合 
２）建物配置計画立案 
３）設計条件作成 

１）中心市街地の衰退 
２）類似地区での事業者
撤退 
３）土地の高度利用が
図れていない 

１）人口の減少 
２）賑わいの減少 
３）まちの活気がない 

１）住居の誘導 
２）公益施設の誘導 
３）核テナントの誘導 



○左表はプロポ－ザルの同 

 種業務の実績を示す様式 

○この様式を使って整理する 

 のもいいかも？ 
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5．論文作成の原理 

46 



技術士と文書表現力 

技術士の主要な仕事は，技術コンサルティン
グである。そのため，誰にでもわかりやすく
説明する力（表現力、伝達力）が，技術士に
求められる必要不可欠な能力である。 

したがって，文章表現力は，技術士にとって
の基本といえる。 

一読してその論文の主旨がわからないような
論文は，結果も不合格の場合が多い。 

47 



答案を作って暗記することの是非 

新試験制度では，知識だけでなく論理展開，課題
解決能力が評価される 

– 問題内容に応じて，最適な答案をつむぎ出す能力が
必要 

 

答案を用意して丸暗記していると，問題内容が少
しずれた場合，その分だけ答案もずれてしまう 

答案を作るために必要な知識や考え方を頭に入
れておき，それを文章として仕上げるのは試験会
場 48 



論文の基本構成 
 実際の論文などでは，さまざまな変化がつけられ，
単純ではないが，序論・本論・結論の文章構成が基
本である。 

– はじめは大きい視点から問題を解き起こし，その中で与えられ
たテーマがどのような意味をもつのかを論じる。（序論） 

– 次に，その問題に対してどのように対処すべきかを具体的に
論じる。（本論） 

– 最後に，そのことによってどのような効果や展望がもたらせれ
るかを主張する。（結論） 

 これが読む人にとって最も理解しやすい文章の流れ
であり，自分の主張したいことを正確に相手に伝え
ることのできる文章構成である。 

49 



題意を見抜こう（設問） 

 「大規模災害の発生が懸念される中で導入が進
められているアセットマネジメントの現状と課題に
ついて述べよ。また，老朽化が激しく，補修・補強
対象となる道路橋（鋼とコンクリートの複合構造）
の調査の結果，コンクリート製床版に著しい損傷
が生じていたが，鋼橋にはほとんど損傷がな
かった。このような場合考えられる補修・補強工
法を一つ選定し，選定理由と計画および施工上
の留意点についてあなたの意見を述べよ。」 

50 



題意に沿って論文構成を考えよう 

１．はじめに 

２．アセットマネジメントの現状と課題 

 （1）現状 

 （2）課題 

３．対策 

 （1）選定理由 

 （2）計画上の留意点 

 （3）施工上の留意点 

４．おわりに 51 



論理的考察力の発揮 

 課題の設定からその解決策の提示まで，思考プロセス
が明確で筋道が立てられている 
– 問題提起 → 論拠や事実 → 結論や主張 

 全体から部分へ（マクロからミクロへ）  
– 全体像を示したうえで，細部を説明する  

 定量的説明 
– 定性的な説明でなく，数値データを使った定量的な説明が説
得力を持つ 

 事実と判断の区別 
– 事実は事実として，判断は判断として明確に示された文章が
論理的である 

– 事実を判断を混同してはならない   
52 



論理的考察力の発揮 

難しいものを分かりやすくする 
– 難しい内容をそのまま記述することは賢明ではない 

– 図表等を活用して分かりやすくする 

構成要素を分解する  

– 大きなテーマをそのまま扱うことは，実際的でなく，具
体性にも欠ける 

– テーマの構成要素を分解し，身近な小さなテーマに
することで，解答しやすく，分かりやすい文章となる  

本質を外さない 
– 複数の課題，複数の解決策の中から，「真の課題」，
「真の解決策」を提示する   
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課題解決能力の発揮 
 課題の発見  

– 「なぜ」を繰り返し，問いかけの本質に迫る 
 「なぜ」の問いかけ領域を次第に狭くし，細分化する 

 可能な限り定量化する 

– ロジックツリーを活用して，課題を発見する  

 

 

 

 

 
– あるべき姿と現状のギャップを見つける 

– こうなるだろうと推定した上で，実際の結果を確認する（仮説思
考）   54 



課題解決能力の発揮 

 原因究明  

– 課題に対し，原因究明が正当な手順であるが，技術士試験に
おいては課題の原因を記述させるケースは稀である 

– 原因は理解した上で，対策を考案したというスタンスが試験対
策上，有効である 

 解決策の立案 

– 最適解決策を選定する際，QCDEに関して比較検討し，決定す
る（比較表の活用） 

 説明能力 

– 分かりやすい文章でかつ骨組みも論理的で，出題意図に確実
に解答する   

55 



論文の作成方法「骨子法」 

 「論理的考察力」＝論文の章立て・構成が評価の
ポイントとなる 

 「骨子法」＝論文の章立て・構成を重視した論文
作成方法 

– 狙い：「読んで論旨が理解できること」を確実にする 

– 論文に求められる基本的な構成（骨子）を表形式にま
とめる 

 与えられた（収集した）情報を整理する 

 与えられた課題を解決する上での問題点を抽出し，その内
容を分析する 

 解決策の方向性および具体策を提示する 56 



骨子の構成 

 

 

 

 【ポイント】単に骨子を整理するだけでなく，根拠
を明確にしながら，ある程度細かく書き込む 

– 階層構造の答案が作り易くなる 

– 作成した骨子表がそのまま答案メモになる 

– 各項目に短いコメントを付加するだけで答案になる 

57 

現状・原因 問題点 解決策の方向性 具体策 



骨子の構成 

 

 

 

58 

現状・原因 問題点 解決策の方向性 具体策 

①少子高齢化の進展 

既に人口減少 

地方が先に人口減少 

①労働力不足や都市部
への人口流出による地
域経済衰退，地域コミュ
ニケーション破たん 

①労働力を補い高齢者
が快適に暮らせる効率
的でコンパクトなまちづ
くり 

・市街地再開発等による
行政商業施設中心地集
約 

・まちなか公共交通の充
実 

・指定されたテーマに合わ 

せ，現状を箇条書きでリスト 

アップする。 

・現状の中から問題点を抽 

出する。 

・現状と問題点が対応 

するように注意する。 

・思いつくまま多めに挙げ 

る。 

現状・原因は問題点抽出
の根拠と位置づける 

・問題点に対応して，解決 

の方向性を箇条書きに 

する。 

・2つの問題点に対し，1つ 
の解決策であってもかま 
わない。 
・思いつくまま多めに挙げ 

る。 

・できるだけ具体的な提案 

をする。 

・1つの解決策の方向性に 
対し，複数の具体策を提案 
する。 
・思いつくまま多めに挙げ 

る。 

現状→問題点→解決策

の流れが途中で途切れ
たり，途中から現れたりし
ないこと。 


